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議 事 の 経 過

発 言 者 議 題 。 発 言 内 容 。 決 定 事 項

(司  会 )
好 田副主幹

皆 さま、こんにちは。定刻にな りま したので、ただ今か ら上尾市上

下水道事業審議会を始めさせていただきます。

本 日、司会 を務めさせていただきます、水道施設課の好 田でござい

ます。 どうぞ、よろ しくお願いいた します。

それでは開会に当た りま して、作山会長 より、ご挨拶を賜 りたい と

存 じます。

作山会長 《会長挨拶 ≫

(司  会 )
好 田副主幹

あ りが とうございま した。

続 きま して、「上尾市水道事業 ビジ ョン」の策定及び
「上尾市水道事

業経営戦略」の改定について、
「上尾市公共下水道事業経営戦略の改定

について」の 3件 につ きま して、畠山市長 よ り、作 山会長へ諮問をい

た します。なお、諮問の詳細 につ きま しては、このあ との議事 の中で、

事務局 よ りご説明 させていただきます。

それでは、作 山会長 、畠山市長 は会場 中央 にお願 いいた します。

作 山会長・畠山

市長

≪諮問 ≫

上尾市上下水道事業審議会 会長 作 山 康様
「上尾市水道事業 ビジ ョン」の策定、「上尾市水道事業経営戦略」、

「上尾市公共下水道事業経営戦略」の改定にあた り、上尾市上下水道

事業審議会条例第 2条 第 3項 の規定に よ り、貴審議会の意見 を求 めま

す。

(司  会 )
好 田副主幹

あ りが とうございま した。お席にお戻 りくだ さい。

続いて、畠山市長 よりご挨拶 を申し上げます。畠山市長、よろ しく

お願いいた します。

畠山市長 ≪市長挨拶 ≫

(司  会 )
好 田副主幹

あ りが とうございま した。 なお、畠山市長 におかれ ま しては、公務

が重なってい るため、 ここで退席 させ ていただきます。

畠山市長 ≪市長退席 》

(司  会 )
好 田副主幹

(司  会 )

これ よ り、令 和 7年 度第 2回 上尾 市上下水道 事業審議会 に移 りま

す。 は じめに、資料の確認 をお願 い します。

≪資料確認 ≫
。本 日の次第
・席次表
。上尾市上下水道事業審議会委員名簿
。上尾市上下水道事業審議会条例
。「上尾市水道事業 ビジ ョン」の策定及び「上尾市水道事業経営戦略」

の改定について
。ア ンケー ト調査結果

・施策 の見直 し方針
。「上尾市公共下水道事業経営戦略」の改定について

。集 中監視制御 システム更新及び運転管理事業の広告 スケジュール



好 田副主幹 について
。上尾市雨水 出水浸水想 定区域図の公表 について
。上尾市雨水出水浸水想 定区域図

以上、資料 は 11点 とな ります。不足は ございませ んで しょ うか。

(司  会 )
好 田副主幹

≪定数報告 》

では、本 日の出席者 についてご報告 させていただきます。

上尾市上下水道事業審議会条例第 6条 第 2項 の規定によ り、「審議
会は、委員の過半数が出席 しなければ、会議 を開 くことができない」

とされてお ります。

委員総数 15名 の うち、本 日の審議会には 12名 の出席 をいただい
てお りますので、会議の開催要件を満た していることをご報告いた し

ます。

(司  会 )
好 田副主幹

それでは、議事に入 りますが、上尾市上下水道事業審議会条例第 6

条 の規定 によ り、作 山会長 に議長 として、議事進行 をお願 いいた しま

す。作 山会長 、 よろ しくお願 い します。

(議  長 )
作 山会長

それでは、議事 を進行 させ ていただきます。

皆 さまの ご協力 をお願 い します。

(議  長 )
作 山会長

≪署名人指名 ≫

初 めに、会議録署名 人 を指名 させ ていただきます。原 田委員、宮本

委員 のお二人 にお願 い します。

(議  長 )
作 山会長

≪傍聴人確認 ≫

事務局に確認 します が、本 日傍聴希望者 はお りますか。

(事 務局 )

経営総務課長
傍聴希望者 はお りません。

(議  長 )
作 山会長

本 日、傍聴希望者 はお りませ んので、早速議事 に入 りたい と思いま

す。それ では 「上尾市水道事業 ビジ ョン」の策定及び
「上尾市水道事

業経営戦略の改定」についてで ございます。事務局か ら説 明をお願 い

します。

(事 務局 )

経営総務課
≪議題 1の 説 明 ≫

(議  長 )
作山会長

≪質疑 ≫

議題 1に ついて事務局か ら説明が終わ りま した。 この件 につ きま し

て何か ご意見、 ご質問は ございますか ?

新藤孝子委員 1ペ ー ジのアセ ッ トマネ ジ メン トシステ ムの見直 しにつ いてです
が、 ここで、施設 の投資計画 を見直す とい う事ですが、 目的の ところ

で一番大事な ことは、水道 は命 の水 とい う事で大切 に考 えています。

2ペ ー ジの ビジ ョンにお け る将 来像 の 3つ の 目標 は水道 法 の 1条 に

則 った内容 と思います が、「協働 に よる持続 可能 な水道事業運営 の実

現」 と示 されています。
・
これ は どの よ うな意味で しょ うか。

(事務 局 ) 「協働 による持続可能 な水道事業 の運営の実現」 とは、利用者や 関



経営総務課

野 田課長

係機 関 との連携強化、健全な経営の持続 、水道事業の継承、環境 に配

慮 した施策への取 り組み 目標 としてお ります。

新藤孝子委員 あ くまで も水道 法 の 1条 は念頭 にあ るこ ととい う事 で よろ しいで
す よね。

そ うします と、8ペー ジの 「経営戦略 を基 に事業運営 を行い、健全
経営 に努 めているものの、物価や人件費の上昇や、令和 8年 か らの県
水値上げを受 けて経営環境 は厳 しくな り、こち らの運営 も厳 しくなっ

てい るとい うことですが、市民の人たちは 3年 近 く物価高騰 が続 いて
い る中で、大変厳 しい生活 を され てい るわけです。 アンケー ト調査で

も 「施設 を守 るためには」 とい う結果で したが、それ を参考 に計画 さ

れ る とい う風 に思いま したが、県水 の値 上げが決 まった時 も、署名 を

集 め提 出 され ています。その よ うな ことも踏 まえ、料金改定について、

市民 が きちん と納得 で き るよ うな説 明 を して も らえるのか心配 して

います。その際は資料な どを提示 し説明 をお願 い したい と考 えていま

すがいかがで しょうか。

(事 務局 )

経営総務課

野 田課長

料金値上げについては、現在考 えてはお りませ ん。 この経営戦略の

改定によつて、値上げ してい くのか ど うか判断 を していきたい と考 え

てお ります。その上で値上げが必要である と判断 され た場合 は、水道

料金算定の方法が公表 され てお りますので、それ に沿 って検討 してい

きたい と考 えてお ります。

(議  長 )
作 山会長

他にありますか。

新藤孝子委員 令和 5年 度 の施設能力 と計画給水所及び給水実績 とい う資料 で、上

尾市は施設能力が、 101, 800で 、実績 としては施設 の能力率が

61: 9%に なってい る。最大で も 65.8%と い う状況の中で、 こ

れ まで施設 が過剰 に作 られ て しま ってい るので はない か と感 じてい

ます が、値 上げをす る とい うときは、きちん とした説 明をお願い した

い と思います。

(議  長 )
作 山会 長

今 の件で、事務局か ら何 かあ りますか。

(事務 局 )

水道施設課

官 田主幹

ただいま、施設 の話 の中で、水道施設 の再構築で施設 のあ り方 を検

討 してい る ところで ござい ます。 これ か らの人 口減少や水需要 の減

少、また能登半島地震 な どの災害等 を考 え、施設や大 きな管な どを ど

の よ うな規模 で構築す ることが、将来的な上尾市の水道 に とって良い

のかを検討 してい る ところです。 これ らをビジ ョンに反映 させ 、検討

していきたい と考 えてお ります。

(議  長 )
作 山会 長

まだ具体的に水道料金を上げると検討 しているわけではないので、

もしそ うい う事になれば、この審議会の中でも詳細に検討 して、 しつ

か りとしたエ ビデ ンスを市民に分か るよ うに示 してい くことが必要

であると思います。

山根博安委員 4ペ ー ジの (4)よ り安定 した施設 の構築の中で、施設 の更新基準年
数超過率 とあ ります が、計画が 40.3%、 実績 も 40.3%と なっ

ていますが これは どの よ うことで しようか。本来 は更新 しなけれ ばい



けない ものを更新 していない とい う事で しょ うか。

こちらにつきま しては、浄水場な どにある施設の うち、更新基準年

数を超えたものが 1つ でもあると超過 した施設 となるものです。各浄

水場な どの施設は、維持修繕計画を基に、更新、維持 を行ってお り、

計画通 りに進めてお ります。先ほどの再構築の話 とも同様 にな ります

が、全体的に見直 しなが らこちらも改めて検討 していきたい と考えて

お ります。

(事 務 局 )

水道施設課

宮 田主幹

山根博安委員 水が使 えない よ うになっては困る とい う原則 の中で、耐用年数 を過

ぎた ら使 えない とい う事では、料金以前 の問題 と考 えています。

私共の中で も維持管理 とい う事 を重要 に考 えてお ります。まず は皆

さま に安全 な水 をお届 けす る とい う事 が大前提 とい う中で更新 につ

いて検討 していきたい と考 えてお ります。

(事務 局 )

水道施設課

官 田主幹

(議  長 )
作 山会長

先 ほ ど新藤委員 か らご指摘 のあつた協働 については、民間の活用 と

い う事で しょうか、 こち らは これか ら更新 をす る とい う事で、特 に経

営的な側 面の ところに主にかかつてい る、その点について も う少 しご

説明をお願 い します。

(事 務局 )

水道施設課

宮 田主幹

民間活用 とい う点については、 この後
「集 中監視制御 システ ム更新

及び運転管理事業」の中で もご説 明 しますが、その中でシステムの更

新 と合 わせ て運転管理 を一体的 に行 う事業 につい て現在進 めてい る

ところです。その中で長期的に民間事業 を取 り入れなが ら、 よ り効率

的 によ り経済的に進 めてい くことな ど、 ビジ ョンの中に取 り入れ進 め

ていきたい と考 えてお ります。

(議  長 )
作 山会長

上尾 市 の場合 は管理 の一部 を民間委 託 とい う形 で効率 よ く事業 を

行 ってい くとい う事です。県水の値上げを してい るため、本 当は水道

料金 の値上げを しない と厳 しい とい う事 もあ りますが、まだ、詳細 に

検討 してお りませ んので再度検討 してい くとい うところです

や ポンプ、県水 も値上が り、基本 は上がってきてはい る とい

です。 このままい くことは難 しい とい うところで、今す ぐと

はないが検討 は しなけれ ばな らない とい う理解 で よろ しいで
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各施策 の評価 が三角 (△ )の 項 目につ い て補 足説 明 と 目標 に達 しな

かった理 由の説明 をお願 い したい とい う事が 1点 と、先 ほ ど市民の方

のア ンケー ト調査結果 の中で、「蛇 回の水圧」 について満 足 していな

い、水圧 が弱いな どがあ りま したが、具体的な理 由はあ りますか。

田島 純委員

議題 1-1の 資料 5ペ ージをご覧 くだ さい。災害対策の推進の とこ
ろの、上の 2つ の三角 (△ )で すが、黒丸 (● )2つ 目の重要給水施設管
路の耐震化率ですが、こちらは上尾市では災害時の避難所、病院な ど

に優先的に重要給水管路の整備 を行ってお ります。今回の進捗につい

ては、重要給水 とい う事で 日径が大きくなってお りま して、水の輸送

力 としては大きくなってお り、着実に重要給水の整備 は進めてお りま

すが、延長ベースでみます と少 し届かなかった とい う事で ございま

す。

(事 務局 )

水道施設課

官 田主幹



また、停電対策 についてですが、 3か 所 に対 して 2か 所 の整備 とな
ってお ります。平成 28年 、 29年 に東部浄水場 の更新・ 中央の工事
を行 った ところです が、施設 の再構築な ど全体的 に把握 して安全 に進

めていきたい と考 えている ところです。

(事務 局 )

経営総務課

野 田課長

8ペ ー ジをご覧 くだ さい。③ の 「長期的視点に立った事業運営の執
行」についてですが、 こち らは水道料金 で どの程度費用が賄 えるか と

い う点で営業収支比率 110%目 標 として当時計画 を立てま したが、
令和 6年 度 は 101.5%し か余力がな くなって しまった とい う事で

三角 (△ )に させ ていただきま した。

(事務 局 )

水道施設課

宮 田主幹

10ペ ー ジをご覧 くだ さい。 こち らの下か ら 3番 目と 2番 目の電力
使用量の項 目ですが、こち らは全施設 の電力使用量 を年間配水量で割

った数値 で ございます。 こち らは前期 の 目標 で、 0.3 kwh/ポ として
お り、中間見直 しの際 に更に 10%削 減 とい う目標 で 0.2 7 kwh/ポ
としてお りま したが、実績 0.2 9 kwh/ピ とな り、 日標 には届かなか
った とい う事で ございます。その下の 「配水量 1ポ 当た りの消費エネ
ル ギー」につ きま して も同様 で、前期 目標 3.O MJ/ポ としてい る中、
中間見直 しの際に更 に 10%削 減 とい う目標 で 2.7 MJ/ポ としてお
りま したが、実績 2.9 MJ/ぽ とい う結果で ございます。今後、次期
ビジ ョンに向けて検討 してい きたい と考 えてお ります。

(事務 局 )

水道施設課

官 田主幹

アンケー ト調査結果 4ペ ー ジの蛇 日の水圧 です が、この結果 だけで
は難 しい ところもあ ります。今後検討 して水道事業 ビジ ョンにも反映

していきたい と考 えてお ります。

(事 務 局 )

経営総務課

野 田課長

アンケー ト調査結果 4ペ ージの右側の方にあります 【クロス集計】
ですが案分 した結果 となります。

田島 純委員 水圧が足 りない ところがある とい う事ですね。 これ はポンプの問題

なのか、別 の要因があるのか。

(事 務局 )

経営総務課

野 田課長

別 の要因 もあ ります が、このアンケー トは東西無作為 に抽 出 した 5

00名 の回答結果 で、 どの回答が どの地 区 とい うよ うな特定はできて
お りませ ん。地区 ごとの人 口で案分 した割合 とい う事です ので、 どこ

が とい う特定はできてお りませ ん。

(議  長 )
作 山会長

それ はマ ンシ ョンの給水槽 や設備 の問題 とい う可能性 もある とい

う事で、本管か らの給水が問題 とい う可能性 もあ りますが、はっき り

とした要因の特定はできていない とい う事です よね。

本 管 か ら加圧 ポ ンプ を利 用す る是非 な ども時代や 地 区に よつて選

定 も変わってきた りします ので、それ らを考慮 して トー タルで考 える

と微妙 な ところもある とい う事です よね。その辺 が難 しい ところ と思

いますね。

(事務 局 )

水 道施 設 課

官 田主幹

先 ほ どの施設 の能力 の件 ですが、先 ほ どの 1日 最大配水量 101,
800ぽ とい うのは認可の数字で第 5期 拡張期の ものです。実際 には
最 大値 で はな く、少 し余力 を持 った形 です。 人 口減 少 な ど考慮 して



再構築計画 を今後検討 してまい りたい と思います。

(議  長 )
作 山会長

今後また検証 してい くとい う事ですね。

他 にあ りますか。

新藤孝子委員 県水が 75%と い う事ですが、令和 7年 度にダウンサイジングの計
画値 とい うのが入っていた と思いますが、水道料金はそ ういった施設

に対 して、今まで市民が負担 してきたものが含まれているか と思いま

す。そのような点を市民に対 してきちん と説明 して進めてほ しい と考

えています。

(事 務 局 )

経営総務課

野 田課長

施設 の稼働力 については、災害時な どに対応す る必要 もあ ります の

で、本市 として どの程度、余力 を持 たせ 、減 らしていけるかを今後検

討 してい きたい と考 えてお ります。

(議  長 )
作 山会長

今 日は資料があ りませんが、他 の 自治体 と県水の割合 が違 います。

実は県水 の方が安いのです。井戸な どは非常時 に県水が止 まって しま

った ら困るので、井戸 を活用 してい る とい う事です。井戸 よ りも県水

は効率が良 く、浄化や水質な どもそ うです。県水の割合 を大 き くした

い ところです が、い ざとい うときのため、井戸 も確保 してお くとい う

事で、県水が値上が りす る と全体的 に影響が出る とい う事です。

山根博安委員 上尾市の井戸は、災害用の井戸 とい う事ではないです よね。

(事務 局 )

水道施設課

官 田主幹

本市の深井戸 としては、通常のご家庭の井戸ではなく、 2

ら 400mほ どの深 い ところか らくみ上げてい る深井戸 と
が市内に 30か 所あ り、これ らを先ほどの県水 75%に 25
て皆様のご家庭に配っているとい うものです。

0 0 rnか
い うもの

%を 混ぜ

山根博安委員 つま り災害のためではない とい う事ですね。

(議  長 )
作山会長

ある意味、災害の時 に使 える とい う事ですね。

山根博 安 委 員 5ペ ー ジの ところですが、 自家用発電機 の発電 は重油ですか。

(事 務局 )

水道施設課

宮 田主幹

A重 油 と灯油 を使 ってお ります。

(議  長 )
作 山会長 他 に あ ります か。

井上 茂委員 ご説明あ りが とうございます。 この事後評価
。分析は水道部職員に

よるものですか。委託ですか。

(事 務局 )

経営総務課

野 田課長

資料 を作成 したのは委託ですが、分析 な どは職員です。



井上 茂委員 自分達のや ってい る仕事が、 どうい う到達点 にあつて、 どうい う問

題点があるのか とい う事 を、丸投げで委託す るのではな くて きちん と

職員が把握 してや ってい くとい う事が、水道事業職員 としての土台 と

なってい くこ となので評価 したい と思います。

新藤孝子委員 8ペ ー ジの ところです が 、 PFOS(ピ ー フ ォス )及 び PFOA(ピ ー フ
ォア )の ほか に PFHxS(ペ ル フル オ ロヘ キサ ンスル ホ ン酸 )と い うも
のもあったか と思いますが、令和 8年 4月 か らの水質検査に含まれて
いるので しようか。

(事 務 局 )

水道施設課

官 田主幹

令和 8年 4月 か ら水質基準の対象 となるものは、PFOS(ピ ー フオス )
及び PFOA(ピ ーーフォア)に な りますが、 PFHxS(ペ ル フルオ ロヘ キサ
ンスルホン酸 )に 関 して も合 わせ て令和 7年 4月 か らきちん と検査 を
行 ってお ります。

新藤孝子委員 安全 と言 われて も若 い方な どは心配 され る方が多いので、是非 きち

ん と対応 してほ しい と思います。原因が特定 されていないのか、環境

問題 に関係 あるか と思います が、これが水道代 に跳ね上がって くる と

い うのは どうなのかな とも思います。環境や、災害 に関係 あるものは、

こ ういった形 で水道代 に乗せ るのではな く、一般会計で扱 って もら う

な どの考 え方はできないので しょ うか。

(事務局 )

経営総務課

野 田課長

水道事業 は水道料金 で賄 うとい う事 を基本 としてお ります。災害 に

特化 した部分 については、一般会計繰入金 とできる可能性 が
'ご
ざいま

すが、ただ水道事業 は水道料金 で賄 うとい う大前提 が ございます。

(議  長 )
作 山会長

PFOS(ピ ー フオス )と か PFOA(ピ ー フ オア )な ど とい うもの比較 的
少 ない と言 われ てい て 、実 際 に 出て きた ところは、水 質 管 理 は大変 だ

と思 い ます 。 ただ上尾 市 は今 の ところ、 たい して 出 て い ない とい う事

です の で、水 質 的 に もちゃん と明記 しま しょ うとい う事 です ね。

(事 務局 )

内堀部長

PFOS(ピ ーーフ オス )及 び PFOA(ピ ー フオア )に 関 して は 、 75%を
占め て い る地 上 を流 れ る河 川 水 の方 が 大 き く影 響 され る とい うと こ

ろです。地下水 に関 しま しては、キbみ 込むまでに相 当の時間がかか り

ますので、地表の影響が出るのは、 100年 200年 とい うかな りの
時間がかか る と思います。分解 しに くい ものです。上尾市の水源 であ

る深井戸の井戸水 については、今 の ところ毎年 の検査 の中で安全性 は

確認 してお ります。ただ地下水の場合 は、一度汚染 され るとその水源

は使 えな くなって します。地表水は、 日常の汚染水が流れ込む確率が

高いです が、やがて流れて行 って しま うので、いずれ使 えるよ うにな

る。 また、水源 によつての特性 もございます。そのあた りを慎重 に見

極 めなが ら、河川水 の方がその値 が高い よ うであれ ば井戸水の水源 を

多 く してい くな どとい うよ うにや りく りを してい きたい と考 えてお

ります。後は、県水 の料金 に転嫁す るのではな くて、そ ういった内容

について も、県 を巻 き込んで考 えてい きたい と思います。

(議  長 )
作 山会長 よろしいでしようか。他にございますか。



原 田嘉明委員 9ペー ジの (6)水 道技術 の継承 ですが、現在 の評価 につ きま して
は全部丸 (○ )と い う事で、実績 のある技師 さんを再任用 され てい る と

い うところで、近隣の市町 も参加 した上尾市 を中心 とした講習会 を実

施 している とい う事 は存 じ上 げてお りますが、現状では退職 され た方

を再任 用 して職 員 の技術継 承 を維持 で きてい る とい うよ うに思 いま

すが、今後、知識 と経験が多い方が対応 できな くなってきた場合 、果

た して どなたが、技術 の継承 を してい くのかかな り不安 に思 うところ

があ ります。 これ は水道部 の責任 とい う事ではな く、行政全体の人事

の事 とは思いますが、 これ について、今後の対応策な どは考 えて らっ

しゃるのか、も しくはその技術継承 に関 して、人事関係課 に依頼 され

てい るので しよつか。

(議  長 )
作 山会長

国 もこれ は気 に していて、 自治体では技術者 を補填す るのは も う無

理 とい う事で、 ゥォー ター PPPと い う事で民間活用 しな さい とい う、
人 口も減 って きてお ります し、土木技術者 も上尾 に来て もらえない と

い う事です よね。実は一般 の募集 で も事務 は来 るが、土木技術者 は来

ない とい うのが現実です。今回 も一部民営化 とい う事 も しますが、そ

の辺の対策 とい う事ですね。事務局お願 い します。

(事務 局 )

経営総務課

野 田課長

市長部局へは、長い年数 の職員 を配置 してほ しい とい う事で依頼 は

してお ります が、実情 はそ の よ うにな ってい ない とい う事 で あ りま

す。今回、議題 1-3に な りますが、今後 もOJT強 化や職員研修 の
強化、職員 間情報共有方策 の検討 な どについて も、職員課 と情報共有

を図 りなが ら、今後 ビジ ョン策定の中で も検討 してい きたい と考 えて

お ります。

原 田嘉明委員 システムの運用や、一部委託す るな どもわか りますが、緊急時 にや

は り技術 を持 った人間がい る とい う事が安心できますので、私たちか

らもいろい ろな ところで申 し上げていますが、引き続 き専門家の育成

とい う部分で担 当課 か らも申請 していただいて、緊急時に対応できる

体制づ くりをお願 い したい と思います。

(議  長 )
作 山会長

日本 の水道技術 は特殊で多 くの技術者 が必要 にな ります。個人別 に

は、 ドラマな どで もっ とカ ッコよく、他 の人 口や住宅建設 な どは減 り
ますが、水道事業 も下水道事業 もそれ ほ ど減 らない。水道事業 も下水

道事業 も当面は右肩上が りですがなかなかイ メー ジが沸かない。そ こ

が問題 で、本来は 日本 の水 は世界 にも売れ る、技術力の高い もので、

その水質 を維持 し安い値段 で提供 してい るとい うのは、非常 に特殊 な

環境 ですが、なかなか理解 して もらえない とい うところです。

山根博安委員 や りがいのある仕事 です よね。 もっ と給料 を出 して もいい。

(議  長 )
作 山会長

そ うですね。民間が上がってい るのに、給料が上が らない と人 を減

らせ と読 めて しま う。そ こは効率化 とい う部分で対応す るのだ と思い

ますが、単純 な らいい、安 くすれ ばいい とい う事ではないです よね。

原 田嘉明委員 上尾 市 は講習会 な どで指導す る立場 とい うころで技術 力 はあ るの

だ と思います が、継承す る事が難 しい と考 えています。



(議  長 )
作 山会長

委員の皆様か らのご意見、ご質問は以上のようですが、ほかにござ

いますか ?他 にご意見はないようですので、本議題につきま してはよ
ろ しいで しょうか。

(事 務局 )

経営総務課

野 田課長

今回、市長か ら諮問をさせていただきま した。基本的には 「議題 1

-3施 策の見直 し方針」に沿って進めていきたい と思います。審議会委
員の皆様の ご意見をいただきたい と思います ので よろ しくお願 いい

た します。

(議  長 )
作 山会長

事務局は、本議題 につ きま しては、委員 の皆様 の ご意見等 を、
「水道

事業 ビジ ョン」「水道事業経営戦略」に盛 り込み、検討 を進 めていただ

きたい と思います。続 きま して、議題 2「 上尾市公共下水道事業経営

戦略 の改定」についてで ございます。事務局か ら説明をお願 い します。

(事 務局 )

経営総務課 議題 2の 説 明

(議  長 )
作 山会長

議題 2に ついて事務局か ら説明が終わ りま した。 この件 につ きま し

て何か ご意見、 ご質問は ございますか ?

山根博安委員 6ペ ージの荒川左岸南部流域 下水道維持管理負担金 の荒川左岸南
部流域 とは どのようなもので しようか。また、負担金は関係市町が負

担 しているとあ りますが、何市町ですか。

(事 務局 )

下水道施設課

梅澤課長

荒川左岸南部流域下水道 は、処理場が上尾 にあるのではな く、埼玉

県内の流域 でま とまって処理 してお ります。最北端 が上尾市、次 に さ

いたま市、蕨市、川 国市、戸 田市の 5市 の流域 となってお ります。処

理場 は戸 田市 にある水循環セ ンターで、 5市 の汚水 を処理 して荒川 に

流 してお ります。負担金 については、流域 に流れてい る流量 に応 じて

5市 で、埼 玉県か らの請求応 じて支払 ってい る とい う事 で ござい ま

す。

山根委員 負担金 は人 口によつて案分 され てい るのですか。

(事務局 )

下水道施設課

梅澤課長

負担金については、各市流域に繋がるところに流量計が設置 されて

います。それ を基に算出されてお ります。

(議  長 )
作 山会長

流量なので、人 口に比例 していますが一致 してい るわけではないで

す。流域 とい うのは、上尾市単独 の公共下水道事業ではない とい う事

です。市に よつて値段 が違います。流域 の人 口も違います し、施設 の

大 き さも違 います ので、もっ と高い ところもある とい う事です。県の

中で値段 も違います。

山根博安委員 施設や、設備 の更新 は誰 がす るのです か。

(議  長 )
作 山会長

埼 玉県が施設や 、設備 の更新 を しています。流域 の方が効率が良 く、

単独です るよ り経費 も少 な くて済むのですが、値段 も違 うとい う事で



(議  長 )
作 山会長

す。今回は上水の県水 も値上げですが、 こち らも埼玉県が値 上げをす

る とい う事で、秋 の分析 が どのよ うになるか怖 い ところもあ ります。

更に耐震化 の部分 も加 わってきます ので、 どの よ うに影響す るのか分

析 し、今後、経営戦略 を見直す必要があるとい う事です。決 して楽 な

方 にはいかない とい う予想 はつ きます よね。

審議会 は、客観的 に見て、市民への配慮 も必要ですが、 ここでは、

デー タを しっか り読み込んで分析 して、それ を審議会 として統制す る

必要がある とい う事です。仮 に値上げをす るとして も、値上げをす る

か ど うかは議会 の判 断 とい う事 にな ります。 そ こは議 会 にお任せす

る。それ がいつの時点なのか、負担 を減 らす努力 をす るな ど、 ここで

は、客観 的にこのままで良い と言 えるのか どうか とい う事 を しっか り

議論 を してい きたい と思います。赤字 を黒字 に とい う事や 、 ここは減

らせ るので はないかな どそ うい う部分 を皆様 で議論 してい きたい と

思います。

井上 茂委員 私が 22歳 で市役所 に入 ってか らち ょ うど 50年 ですね。その時初
めて流域下水道 に参加す る とい う事で、徹夜で使用料 を決 めた ことを

覚 えています。

上尾 市 は ヒュー ム管 で地 下水 も豊 富 なため下水道 管 の 中に入 って

くる とい う事で、宅地か らの取 り付 け管 を含 め どん どん地下水が入 っ

て きます。その対策 は取 られてい る と思いますが、流量計で請求が来

る流量 と、水道 のメー ター との差が出て きます。その差 は雨水、公費

負担 とい う原則がいまで もあると思います。その不明水 とは どの くら

いの量であるかわか りますか。

(事務 局 )

内堀部長

県は晴れた 日に流量調査 を実施 します ので、単純 に計測 した値 だけ

ではな く、 雨の 日の影響 を排 除 した形 で算定 してい る との こ とです

が、や は り雨が多 く降 り方が強い ことが、今年度 も前年度 も多かった

とい う形 で請求 され ることが多い よ うです。請求の内容 については、

井 上委員 さんのお つ しやつた様 に多少疑義 が生 じる ところ もござい

ます。 また、地下水か らの浸透 もあ りますが、最近の雨の よ うに一気

に降 り、マ ンホール蓋か ら入 って くる部分 もある と思います。現在 、

不明水の流量 を正確 に把握 してい る状況 では ございませ ん。 申 し訳 ご

ざいませ ん。少 しずつ古い管 を管厚生 して隙間か ら入 って くる不明水

を防いでい る状況です。 これ か ら不明水対策 を本格的 に実施 してい く

状況です。差 し引きでは出ますが、正確 な数字ではない とい うところ

です。

井上 茂委員 料金を検討す る際には、雨水は公費負担 とい う原則があると思いま

すので、そのあた りをどのよ うに考えてい くかは、非常に大きなポイ

ン トになると思います。不明水の割合をきちん と出す事は大切である

と思います。

(事 務 局 )

内堀部長

参考 までに、雨水の合流管が ございます ので、県は雨水の影響 はな

い とされてお りますが、市 としては、ある程度雨水 を見込んだ形で、

一般会計繰入金 としてお金 を繰入れ させ ていただいてお ります。その

点については、不明水が 100%と い う事ではない とい う事 をお知 りお

き頂 けれ ば と思います。



原 田嘉明委員 上尾市は全部分流式 です よね。

(事 務局 )

内堀部長

駅周辺が一部合流式で ございます。

(議  長 )
作 山会長

他にございますか

新藤孝子委員 単価改定の 6ペ ー ジですが、単価 の改定は 5年 ごとに行 われ るとあ
りますが、激変緩和のため段階的 に と説 明 もあ りま したが、 これ に対

して市 も引き上げ とい う形 になるのか と思いますが、これ に対 して毎

回加算 してい くとい う事ではな くて、あ くまで も 5年 に 1回 の単価 の

見直 しとい う事 にな るので しょうか。

(事務 局 )

経営総務課

野 田課長

県は 5年 に 1回 の見直 しとしてお りますが、これ に基づき上尾市 も

改定す る とい うよ うには考 えてお りませ ん。水道 は公営企業ですが、

下水道 は市長部局に属す る特別会計で ございます。そのため、一般会

計繰入金 をもらい経営 してお ります。一般会計繰入金 をもらってい る

以上、なるべ く料金 の改定 を しないでいきたい と考 えてお ります。維

持管理負担金 が上が ったか らす ぐ値 上 げす る とい うものでは ござい

ませ ん。

新藤孝子委員 排水 とい うものは企業 も流 してい るか と思います が、企業 は 1ピ の

負担金額 は同 じなのですか。基準 に合 わせてきちん と流 してい る と思

いますが、硫化水素が発生す る とい うのは何 か消毒な どを入れて、発

生す るものなのですか。

内堀部 長 硫化水素は、汚物や食 品な どが分解 され る中で出て くるものです。

企業で薬品が入 ってい るか ら発生す る とい うものではな く、以前 は流

しの三角 コーナーで生 ごみ を分別 してお りま したが、近年ではマ ンシ

ョン等 の、デ ィスポンサー とい う食品を砕いて流す機械 を利用 して排

水 に流 して しま うと、硫化水素の発生の原因になるのかな とい うよ う

に感 じてお ります。企業の場合 は排水す るためきちん と処理 を しない

と流せ ないので、 どち らか と言 えばその よ うな生活様式の変化 による

ものか と感 じてお ります。 また、私 ども下水のポ ンプ場 も、以前 は集

まってきた大 きな ごみ をかき出 し、乾燥 して産廃処理 を してお りま し

たが、今 はそ ういった ものを砕 いて流 してお りますので、生活様式だ

けでな く、下水の処理方法の変化 とい う事 も、人潮 の よ うな硫化水素

が発生 して しまったのか と、あ くまで も憶測ですが考 えている ところ

です。

(議  長 )
作 山会 長

他はいかがで しようか。

山崎亮一委員 今後のスケジュールですが、審議会の開催が令和 8年 の 5月 とい う

事ですが、パブ リックコメン トも同時期 に予定 されていますので、せ

っか くなのでパブ リックコメン トの後、 6月 に審議会を開催 してはい

かがで しょうか。予定 とい う事ですので、考慮 していただければ と思

います。



(事 務局 )

経営総務課

野 田課長

スケジュールについては、予定でございますので、状況に応 じて進

めていきたい と考えてお ります。

(議  長 )
作 山会長

他はよろ しいで しょうか。他にご意見はないよ うですので、本議題

につきま してはよろ しいで しょうか。

事務局は、こちらの 「公共下水道事業経営戦略」につきま しても、

委員の皆様のご意見等を盛 り込み、改定を進めていただきたい と思い

ます。

以上で、本 日の議題は全て終了いた しま した。議事進行にご協力い

ただきま して、あ りが とうございま した。 これをもちま して、議長の

任 を解かせていただきます。

(司  会 )
好 田副主幹

あ りが と うございま した。本 日の議題 は以上で ございます。

次 に 4.報 告ですが、事務局 よ り 2点 報告事項が ございます。は じめ

に、「報告 1 集 中監視制御 システム更新及び運転管理事業 について」
ご報告いた します。

(事 務局 )

水道施設課
報告 1の 説明

(司  会 )
好 田副主幹

事務局か らの 「報告 1集 中監視制御 システム更新及び運転管理事業

について」は以上でございます。 この件 につきま して、ご質問はござ

いますか。

(司  会 )
好 田副主幹

ご質問等 はない よ うです ので、報告 1は 以上で ございます。

続 きま して、「報告 2上 尾市雨水 出水浸水想 定 区域 図の公表 につい

て」 ご報告いた します。

(事 務局 )

下水道施設課
報 告 2の 説 明

(司  会 )
好 田副主幹

事務局か らの 「報告 2上 尾市雨水 出水浸水想定 区域図の公表 につい

て」は以上で ございます。 この件 につ きま して、 ご質問は ございます

か。

原 田嘉明委員 こちらのデータはいつのものですか。また、地形データメッシュの

サイズはいくつですか。

(事 務 局 )

下水道施設課

松本主幹

地形デー タにつ きま しては、昨年の国土地理院のデー タを使用 して

お りま して、 5メ ー トル メ ッシュを使用 してお ります。降雨デー タに

つ きま しては、国土交通省令で定め られ た、想 定最大規模 降雨 といわ

れ る、平成 11年 に千葉県の香取市で、実際 に降 った雨の 1時 間 15
7mmを 採用 させていただいてお ります。実際 にその降雨にシ ミュ レ
ー シ ョンをかけて出 した数値 で ございます。

山根博 安委 員 具体的に補助金 はい くらぐらい出 るのですか。



(事 務局 )

下水道施設課

松本主幹

下水道事業の場合 、雨水 な どは工事費の 2)分 の 1で 、実際の充 当率
は下が りつつ あ りますが、重点事業 とい う事で充 当率は通常 よ り若干

高い状況です。

山根博安委員 わか りま した。

(司  会 )
好 田副主幹

他 にございますか。他 に ご質問等 はないよ うですので、報告 2は 以
上で ございます。

以上 をもちま して、本 日の議事、及び報告事項 は、すべて終了いた

しま した。それでは、 5.そ の他 で ございますが、事務局か ら事務連絡
が ございます。

(事 務局 )

経営総務課

野 田課長

その他でございますが、 2点 ございます。
1点 目はt次 回の審議会ですが、水道事業 ビジ ョン、経営戦略共に、
具体的な内容 をお示 しできるか と思います。時期は 10月 ～ 11月 を
予定 してお りますので、よろ しくお願いいた します。

2点 日でございますが、インシデン ト事案が発生 したので、ご報告
いた します。

(事 務局 )

経営総務課

野 田課長

イ ンシデ ン ト事案の説明

(司  会 )
好 田副 主幹

その他事項 について、 ご質問はございますか。

ご質問等 はない よ うです ので、その他 は以上で ございます。それで

は、閉会 の ご挨拶 を、 田島副会長 か ら賜 りたい と存 じます。

田島副会長 ≪副会長挨拶 ≫

(司  会 )
好 田副主幹

あ りが とうございました。

以上で、令和 7年度第 2回 上尾市上下水道事業審議会を終 了させて
いただきます。本 日は、お疲れ さまでございま した。

以上の とお り、本審議会の議事の次第 を記録 し、本議事録は正確

なることを証す るため、署名す る。
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